
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
及
び
関
係
者
は
、
国
際
的
な
障
害
者
施
策
の
潮
流
と
な
っ
て
い
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の

理
念
を
踏
ま
え
、
特
別
支
援
教
育
の
定
着
・
発
展
を
図
り
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
た
教

育
を
保
障
す
る
た
め
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
特
別
支
援
教
育
が
、
就
学
前
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で
の
す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
す
べ
て
の
教
職
員
の
人
権
意
識
の
高
揚
と
資
質
能
力
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。
特
に
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
は
、
必
要
な
教
職
員
定
数
の
確
保
や
支
援
体
制
の
確
立
、
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

促
進
を
始
め
と
し
た
施
設
設
備
の
整
備
等
教
育
諸
条
件
の
維
持
・
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

二
、
特
別
支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
が
十
全
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
特
に
、
幼
稚
園
と
と
も
に
保
育
所
な
ど

の
児
童
福
祉
施
設
、
保
護
者
等
に
対
す
る
支
援
に
も
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
医
療
・
福
祉
・
労
働
等
関
係
諸
機
関
と
の

連
携
に
も
努
め
る
こ
と
。

三
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員
免
許
状
の
取
得
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員
免
許
状
の
在
り
方
、
幼
稚
園
、



小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
教
員
免
許
状
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
も
更
に
検
討
を
進
め
る

こ
と
。

四
、
特
別
支
援
教
育
の
開
始
に
よ
り
、
新
た
に
教
育
上
の
特
別
な
支
援
の
対
象
と
な
る
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
支
援
の
場
や
方

法
な
ど
に
つ
い
て
本
人
・
保
護
者
の
意
向
を
十
分
に
聴
取
し
、
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

五
、
就
学
先
を
指
定
す
る
に
際
し
て
は
、
事
前
に
本
人
・
保
護
者
の
意
向
を
十
分
に
聴
取
し
、
各
学
校
の
状
況
等
を
説
明
し
て

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
な
ど
、
相
談
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
就
学
先
の
指
定
に
つ
い
て
、
手
続
の

在
り
方
を
含
め
検
討
す
る
こ
と
。

六
、
教
材
・
教
具
の
研
究
開
発
と
そ
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
。
特
に
、
視
覚
障
害
者
へ
の
拡
大
教
科
書
の
普
及
充
実
を
図
る
こ

と
。

、

、

、

、

七

就
学
奨
励
費
等

障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
措
置
に
関
し
て
は

高
等
学
校
の
拡
大
教
科
書
の
自
己
負
担
軽
減
な
ど

必
要
な
具
体
的
支
援
を
把
握
し
つ
つ
、
総
合
的
な
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

、

、

。

八

障
害
者
基
本
法
に
基
づ
き

障
害
の
あ
る
子
ど
も
と
な
い
子
ど
も
の
交
流
及
び
共
同
学
習
を
更
に
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

ま
た
、
特
別
支
援
学
級
に
関
し
て
は
、
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
増
加
、
教
育
の
困
難
性
な
ど
に
十
分
配
慮
し
た
施
設
整
備
に



努
め
る
と
と
も
に
、
特
別
支
援
教
室
に
で
き
る
だ
け
早
く
移
行
す
る
よ
う
十
分
に
検
討
を
行
う
こ
と
。

九
、
障
害
を
も
つ
生
徒
の
卒
業
後
の
就
労
を
促
進
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
職
業
体
験
教

育
や
就
労
の
た
め
の
個
別
指
導
及
び
卒
業
後
も
継
続
し
た
就
労
支
援
に
努
め
る
こ
と
。

十
、
各
般
の
施
策
の
進
捗
状
況
を
確
実
に
把
握
し
、
政
策
評
価
を
適
切
に
行
い
、
引
き
続
き
制
度
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
。
ま

た
、
政
省
令
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
国
会
に
お
け
る
審
議
や
障
害
者
団
体
等
の
要
望
、
専
門
家
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
る

と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
適
正
な
手
続
に
従
っ
て
見
直
し
に
努
め
る
こ
と
。

十
一
、
障
害
に
対
す
る
理
解
の
促
進
と
認
識
の
共
有
を
図
る
た
め
、
教
職
員
、
子
ど
も
、
保
護
者
、
就
労
先
、
そ
の
他
社
会
全

体
に
対
す
る
普
及
啓
発
活
動
に
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


